
開
港
８
周
年

神戸空港マリンエア
累
計
搭
乗
者
数
２
０
０
０
万
人
達
成

を
祝
う
セ
レ
モ
ニ
ー

１
月

日

関
西
３
空
港
一
体
運
営
に
向
け
て松昭氏神戸空港ターミナル社長

　
１
月

日
に
は
搭
乗
者
数
２
０
０
０
万
人
を
達
成
し
、
着
実
に
地

域
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
役
立
っ
て
い
る
の
を
示
し
た
神
戸
空
港
。
た

だ
、
目
標
達
成
の
時
期
は
当
初
想
定
よ
り
２
年
遅
く
な
り
、
搭
乗
者

数
増
加
に
向
け
て
課
題
の
残
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
関

西
国
際
空
港

関
空

と
大
阪
国
際
空
港

伊
丹
空
港

が
早
け
れ

ば
２
０
１
４
年
度
中
の
運
営
権
売
却

コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン

に
向
け

て
準
備
を
進
め
る
な
ど
、
周
囲
の
環
境
も
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
そ
こ

で
神
戸
空
港
の
魅
力
を
高
め
る
た
め
の
最
近
の
取
り
組
み
や
、
関
西

３
空
港
一
体
運
営
に
向
け
た
考
え
方
に
つ
い
て
、
松

昭
神
戸
空
港

タ
ー
ミ
ナ
ル
社
長
に
聞
い
た
。

Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ

弱
点
補
う
強
み
売
り
込
む

累計搭乗者数２千万人達成７年１１カ月で

（ ） 【広告特集】 ２０１４年 平成２６年 ２月１４日 金曜日 　　

　
神
戸
空
港
の
搭
乗
者
数

は
、
１
月

日
に
２
０
０
０

万
人
を
達
成
し
た
。
開
港
８

周
年
を
間
近
に
控
え
た
７
年

カ
月
で
の
達
成
と
な
り
、

出
発
ロ
ビ
ー
で
は
く
す
玉
を

割
る
な
ど
記
念
式
典
が
開
催

さ
れ
た
。
記
念
す
べ
き
２
０

０
０
万
人
目
と
な
っ
た
の

は
、
香
川
県
立
笠
田
高
校

同
県
三
豊
市

の
２
年

生
。
修
学
旅
行
で
北
海
道
に

向
か
う
た
め
神
戸
空
港
を
利

用
し
た
。
記
念
式
典
で
は
、

鳥
居
聡
神
戸
市
副
市
長
か
ら

認
定
書
と
記
念
品
が
贈
ら
れ

た
。
開
港
当
時
の
需
要
予
測

よ
り
約
２
年
遅
れ
で
の
達
成

と
な
っ
た
。

　
年
間
搭
乗
者
数
は

年
度

の
２
９
７
万
人
が
過
去
最

高
。
以
降
、
年
間
搭
乗
者
数

は
２
２
０
万
―
２
５
０
万
人

台
で
推
移
し
て
い
る
。
運
用

時
間
、
発
着
枠
で
の
規
制
が

あ
る
の
に
加
え
て
、
リ
ー
マ

ン
・
シ
ョ
ッ
ク
で
の
景
気
冷

え
込
み
や
、

年
の
日
本
航

空

Ｊ
Ａ
Ｌ

撤
退
な
ど
の

影
響
が
あ
り
、
当
初
予
測
通

り
に
は
い
か
な
か
っ
た
。

　
―
１
月
に
搭
乗
者
数
が
２

０
０
０
万
人
に
達
し
ま
し

た
。

　
「
開
港
後
８

年
弱
で
の
達
成

に
な
っ
た
。
年

平
均
２
５
０
万
人
の
搭
乗
者

が
居
る
と
い
う
の
は
あ
り
が

た
い
こ
と
だ
。
空
港
と
い
う

の
は
お
客
さ
ま
に
使
っ
て
い

た
だ
い
て
は
じ
め
て
価
値
が

出
る
。
今
後
も
よ
り
多
く
の

お
客
さ
ま
が
安
全
に
気
持
ち

よ
く
使
え
る
空
港
と
な
れ
る

よ
う
努
力
す
る
」

　
―
空
港
を
気
持
ち
良
く
使

っ
て
貰
う
た
め
の
工
夫
は
。

　
「

年
６
月
に
タ
ー
ミ
ナ

ル
ビ
ル
を
増
設
し
て
搭
乗
橋

を
１
基
増
や
し
、
５
基
に
し

た
。
朝
の
混
み
合
う
時
間
帯

な
ど
、
い
っ
た
ん
地
上
に
降

り
て
か
ら
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル

に
入
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ

っ
た
の
を
解
消
で
き
た
」

　
「
一
方
で
お
金
を
使
わ
ず

に
で
き
る
こ
と
に
も
積
極
的

に
取
り
組
む
。
現
在
当
空
港

の
年
間
乗
降
客
者
数
は
地
方

空
港
の
中
で
は
ト
ッ
プ
だ

が
、
民
間
空
港
全
体
で
は

位

国
内
・
国
際
線

。
何

か
１
番
に
な
り
た
い
と
、
日

本
一
き
れ
い
な
空
港
を
目
指

す
こ
と
を
決
め
た
。
神
戸
空

港
島
に
進
出
し
て
い
る
企
業

に
も
お
願
い
し
て
、
空
港
だ

け
で
な
く
空
港
島
全
体
の
清

掃
活
動
に
励
ん
で
い
る
」

　
―

年
度
の
搭
乗
者
数

は
、
１
月
末
ま
で
は
前
年
度

比
約
４
％
減
で
推
移
し
て
い

ま
す
。

　
「
関
空
が

年

月
に
格

安
航
空
会
社

Ｌ
Ｃ
Ｃ

専

用
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
を
稼
働

し
た
影
響
や
、
神
戸
空
港
就

航
便
の
一
部
機
体
が
中
型
機

か
ら
小
型
機
に
切
り
替
わ
っ

た
影
響
な
ど
が
あ
る
。
た

だ
、
当
空
港
に
就
航
す
る
航

空
会
社
も
競
合
の
Ｌ
Ｃ
Ｃ
に

対
し
、
価
格
対
抗
策
な
ど
を

打
ち
出
し
て
い
る
。
路
線
内

容
も

年

月
に
は
米
子
線

が
就
航
し
た
し
、
４
月
に
は

仙
台
線
が
再
開
し
充
実
す

る
。
搭
乗
者
数
増
加
に
流
れ

が
変
わ
る
の
を
期
待
し
て
い

る
」

　
―
全
日
本
空
輸

Ａ
Ｎ

Ａ

が
３
月
末
で
神
戸
空
港

で
の
貨
物
便
の
取
り
扱
い
を

停
止
し
ま
す
。

　
「
飛
行
機
の
小
型
化
で
貨

物
コ
ン
テ
ナ
を
積
め
な
く
な

っ
た
の
で
、
撤
退
を
決
断
さ

れ
た
。
状
況
が
変
わ
っ
て
ま

た
機
体
が
変
わ
っ
た
時
に
利

用
し
て
も
ら
え
る
か
も
し
れ

な
い
し
、
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル

ビ
ル
は
当
面
そ
の
ま
ま
に
し

て
お
く
」

　
―
関
空
と
伊
丹
空
港
が
、

年
度
中
の
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ

ン
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
今

後
、
３
空
港
一
体
運
営
は
ど

の
よ
う
に
進
め
ま
す
か
。

　
「
安
藤
圭
一
新
関
西
国
際

空
港
社
長
は
３
空
港
一
体
運

営
に
前
向
き
な
姿
勢
を
示
し

て
く
れ
て
い
る
。
競
合
は
お

互
い
で
は
な
く
、
新
幹
線
と

い
う
の
も
共
通
認
識
。
両
空

港
の
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
終

わ
っ
た
後
に
、
新
運
営
会
社

に
神
戸
空
港
が
売
り
込
み
に

行
く
た
め
、
準
備
を
進
め
て

い
る
。
新
運
営
会
社
に
一
体

で
運
営
し
て
も
ら
う
た
め
に

は
、
価
値
あ
る
空
港
で
あ
り

続
け
な
い
と
い
け
な
い
」

　
―
３
空
港
一
体
運
営
の
メ

リ
ッ
ト
は
。

　
「
関
西
３
空
港
を
一
体
で

運
営
す
れ
ば
、

就
航
先
や
航
空

ダ
イ
ヤ
を
共
同

で
検
討
で
き
、

よ
り
便
利
に
で
き
る
。
神
戸

空
港
は
海
上
空
港
で
、
夜
間

も
運
用
で
き
る
の
が
強
み
。

周
辺
が
住
宅
地
で
夜
間
運
用

に
制
限
が
あ
る
伊
丹
空
港
の

弱
点
を
補
え
る
」

　
―
規
制
緩
和
へ
の
期
待

は
。

　
「
規
制
緩
和
で
優
先
順
位

を
付
け
る
と
す
れ
ば
、
ま
ず

運
用
時
間
の
延
長
、
次
に
発

着
枠
の
拡
大
だ
と
思
う
。
今

は

時

分
神
戸
空
港
着
の

便
が
最
終
便
。
利
用
者
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
取
る
と
、

時

神
戸
空
港
着
の
便
が
欲
し
い

と
い
う
声
は
根
強
い
。
発
着

枠
は
４
月
に
全
て
埋
ま
る
予

定
。
発
着
枠
が
拡
大
す
れ
ば

就
航
都
市
を
増
や
し
て
、
よ

り
便
利
に
で
き
る
」


